
お知らせ

　
金
融
機
関
か
ら
お
金
を
借
り
る
と
き
や

ア
パ
ー
ト
を
借
り
る
と
き
、
た
い
て
い
保

証
人
を
要
求
さ
れ
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
多
く
の
人
が
、
誰
か
に

「
保
証
人
に
な
っ
て
欲
し
い
」
と
頼
ん
だ

り
、
反
対
に
誰
か
に
頼
ま
れ
た
り
し
た
こ

と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
し
て
、
頼
ま
れ
た
人
が
、
頼
ん
だ
本

人
の
親
族
や
親
し
い
知
人
の
場
合
が
多
い

せ
い
か
、
皆
さ
ん
割
と
気
軽
に
保
証
人
を

引
き
受
け
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま

す
。

　
し
か
し
、
一
旦
保
証
人
に
な
っ
た
ら
本

人
と
ほ
ぼ
同
じ
責
任
を
負
い
ま
す
。

　
本
人
が
借
金
や
家
賃
を
払
わ
な
け
れ

ば
、
保
証
人
が
全
額
負
担
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
保
証
人
に
な
っ
た
た
め
に
、
家
や
自
動

車
や
預
貯
金
や
給
料
な
ど
を
差
し
押
さ
え

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
保
証
人
の
制
度
は
、
金
融
機
関
や
大
家

さ
ん
、
あ
る
い
は
頼
む
本
人
の
側
に
メ

リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
が
、
本
人
か
ら
頼
ま

れ
て
保
証
人
に
な
っ
た
人
に
と
っ
て
、
負

担
は
あ
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
法
テ
ラ
ス
江
差
で
は
、「
本
人
か
ら
保

証
人
を
頼
ま
れ
る
際
、『
絶
対
に
迷
惑
か

け
な
い
』
と
言
わ
れ
て
保
証
人
に
な
っ
て

あ
げ
た
が
、
本
人
が
払
え
な
く
な
り
、
結

局
、
自
分
の
所
に
請
求
が
来
た
。」
と
い

う
相
談
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
保
証
人
に
な
っ
て
欲

し
い
、
と
頼
ま
れ
た
場
合
、「
い
ざ
と
な

れ
ば
債
務
の
全
額
を
自
分
が
払
う
の
だ
」

と
い
う
覚
悟
を
持
て
な
い
限
り
し
っ
か
り

断
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
保
証
人
に
な
っ
た
た
め
に
支
払
を
請
求

さ
れ
て
困
っ
て
い
る
方
、
保
証
人
に
な
る

か
ど
う
か
悩
ん
で
い
る
方
は
、
是
非
ご
相

談
下
さ
い
。

ご
相
談
の
ご
予
約
は

０
５
０

－

３
３
８
３

－

５
５
６
３
ま
で
！

（
法
テ
ラ
ス
江
差
　
弁
護
士
　
北
舘
篤
広
）

保
証
人
に
な
る
こ
と
の
怖
さ

6月の外来診察日程

循環器内科
午前　月曜日から金曜日
午後　月曜日と金曜日

消化器内科
午前　月曜日から金曜日
午後　火曜日と水曜日

呼吸器内科
午前　金曜日
午後　木曜日

外 科 午前　月曜日から金曜日

整 形 外 科 午前　月曜日から金曜日

小 児 科 午前　月曜日から金曜日

泌 尿 器 科
午前　月曜日から金曜日
午後　水曜日

精 神 科
午前　月曜日から金曜日
午後　月曜日

産 婦 人 科 午前　月曜日から金曜日

耳鼻咽喉科
午前　３日・４日・１２日・１７日・１８日・２６日
午後　１１日・２５日

眼 科
午前　木曜日
午後　４日・１８日・２５日

皮 膚 科 午前　火曜日

神 経 内 科 　　　１３日・２７日

受付 午前8時から11時30分（初診の方は、９時から）
時間 午後1時から2時30分

※診療日は、予定であり変更になる場合もあります。
　事前に病院に確認の上、受診してください。

☆看護師通年募集のお知らせ：現場復帰される方、新人
の方も個別にしっかりサポートします。通年募集して
おりますので気軽にご連絡ください。

　（臨時採用は面接のみ）　52-0036（内線202）渡
わた

邊
なべ

診
療
科
に
よ
っ
て
、曜
日
に
よ
っ
て
担
当
医
が
変
わ
り
ま
す
。御
確
認
く
だ
さ
い
。

（第51号）

　４月から赴任しました産婦人科の早川 修で
す。札幌医大 昭和５４年卒で平成１１年まで大
学で婦人科腫瘍と産科周産期の講師。その後
若い医師を育成する教育病院を創るため帯広
協会病院で１５年間３０名の医師を育てました。
　私の売りは「癌の診断治療からお産不妊症
まで」何でも診られる産婦人科医で、多数の
専門医・インストラクターの資格を保持しています。
　来年還暦で癌の長時間の手術は困難になり、今後の産婦人科医
として進む道（癌の診療の次に好きなお産（１万例以上経験）で
役に立てる地方の病院に勤務すること）を模索していました。
　江差には昭和６３年から平成元年の１年間赴任し、医師１名と助
産師２名で楽しくお産・手術をしました。
　内陸の田舎出身（秩父別町）の私にはお気に入りの町でした。
　その後分娩の取扱いが中止になり、いつか江差で分娩が再開さ
れる時には、戻ってきたいと考えていました。
　子育てが終わり、夫婦揃って江差在住で定年まで診療したいと
思います。
　温泉・分析書マニアで温泉ソムリエの資格をいつか取る予定です。
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